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成果の概要 / 畔柳 理 

 

 

研究の背景と目的 

都市部を中心に人口が増加するモザンビークでは、国内の消費者向けに製品の生産・販

売活動を行う地場の製造業が増加している。地場の製造業は雇用や付加価値の創出などの

点から産業開発に寄与することが注目されており、その生産・雇用規模の拡大がモザンビ

ークにおける産業開発の課題となっている。 

上記の背景から、地場の製造業の成長に影響を与えうる要因の究明が進められており、

定量的なデータに基づくこれまでの研究から、金融アクセスへの制約が地場の製造業の投

資の障壁となっており、労働生産性の向上を妨げている点や、政府の規制・支援が企業全

体の成長に一定の影響を及ぼしうる点が明らかにされている。 

地場の製造業に関する上記の定量的な先行研究は示唆に富むものの、特定の時点の定量

データを利用したが故の静態的かつ集計的な分析にとどまるものが多い。企業間の競争や

存続・発展に向けた具体的な実践は捨象されており、実際に企業がどのような経緯を辿っ

て規模の拡大を果たしたかという点に関しては、記述・分析が不足している。また、先行

研究は企業の生産能力など供給側の要因に焦点を当てたものが多く、今日のアフリカにお

いて、人口増加が消費市場の拡大を通じて事業者の規模に影響を与えていることは容易に

推測されるにもかかわらず、需要の拡大が企業の活動に及ぼす影響に関する視点が希薄で

あり、企業と拡大する国内市場との関係が必ずしも議論されていない状況がある。 

報告者は 2018 年及び 2019 年に、製造業の発展において基盤となると考えられる金属加

工業を対象に聞き取り調査を実施し、その結果、金属加工製造業の中でも、特に「鉄工

所」と呼ばれる金属製建具製造企業の数が増加していること、鉄工所は近年の住宅需要の

拡大に応じて、鉄製の門扉や窓枠等を主に製造していることなどが明らかになった。更

に、鉄工所各社の間で、消費者の嗜好を意識し、雇用規模及び生産規模を拡大させている

企業とそうではない企業があること確認された。 

本研究では、これらの調査結果を踏まえ、地場の製造業を単なる生産主体として捉える

のではなく、自らの製品を多様な顧客のニーズに対応して販売する側面も兼ね備えた複合

的な主体として位置づけ直し、地場の製造業と消費市場との関係性に着目した。そのうえ

で、消費市場がどのように地場の製造業の拡大に影響を与えうるのかを明らかにすること

を目的とした。 

 

研究の成果 

今回の調査では、報告者がこれまでに調査を行ってきた、モザンビーク共和国マプト州

マトラ市で事業を展開する、主に金属製の建具を製造する「鉄工所」と呼ばれる企業及び

マトラ市に居住する地域の人々に対する聞き取り調査を行い、同地域における鉄工所の最



新の状況及び調査地の建具に関する消費市場の概況を明らかにすることができた。 

鉄工所に関しては、2019 年に実施した調査で確認された鉄工所の内、市の中心部から相

対的に遠い位置で営業していた鉄工所のうち、約半数が調査地の範囲外へと営業拠点を移

していた。近隣住民への聞き取り調査においてこれらの鉄工所は、マトラ市郊外で増加する

建築需要を獲得するために拠点を移したとの指摘があった。 

建具に関する消費市場に関しては、調査対象企業の操業する地域及びその周辺地域にお

いて、消費者はデザイン及び機能の双方の面から、総じて新しいデザイン・仕様の製品を嗜

好するにもかかわらず、消費者の所得水準や居住地域によっては、必ずしも嗜好する製品と

実際に購入する製品が一致するとは限らないことが明らかになった。購買力のある、中高所

得者層世帯が増加している地域においては、外資系企業が製造している新しいデザイン・仕

様の製品及び同製品を模倣した国内製の製品が購入されるのに対し、低・中所得者層が居住

する地域においては、上記のデザイン・仕様の製品を嗜好しながらも、予算上の制約から、

従来の安価なデザイン・仕様の製品を購入する傾向が確認された。 

鉄工所のなかでも、生産規模と雇用規模を拡大させて成長を続ける鉄工所については中

高所得者層の需要を満たす製品に生産品種を絞り込み、これらの製品の生産に特化するこ

とで、一定規模での材料の購入及び専用機械の導入が可能となり、材料単価の削減及び納期

の短縮を実現し、他の鉄工所よりも利益及び製品生産数を上昇させている可能性が示唆さ

れた。また、成長している企業は、そうでない企業と比較し、相対的に多く職人を雇ってい

るとともに責任者が不在の間も製造を継続する体制が構築されていた。 

なお、現地で取得した、鉄工所で働く職人たちの技術を工業的に評価するためのサンプル

材に関しては、今後、非破壊・破壊検査を実施し、鉄工所間の技術的差異を検証する。 

アフリカの地場の製造業に関し、市場（需要側）の状況までを捉えた研究は少ないた

め、本調査によって得られた知見は、今後のアフリカの製造業研究のみならず、アフリカ

開発の研究領域においても示唆に富むものとなった。今後は、本研究で得られた知見を基

に、アフリカの地場の製造業の成長について、より多角的な視点から検討していく。 
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